
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 令和３年２月２０日（土）１３：００～１５：３０ 

２月２１日（日）１０：３０～１６：００ 

会 場 国府町コミュニティセンター（鳥取市国府町庁 380、因幡万葉歴史館向かい） 
定 員 １５０名 

申込み 必要（前日まで受付。定員になり次第締切ります。興味のあるテーマのみの参加も可能です。） 

※当日定員に余裕があれば参加可能ですが､できるだけ事前にお申込みください。 

※発表内容は裏面を御覧ください。  

鳥取県埋蔵文化財センターでは、埋蔵文化財の価値付けや保護・活用をより促進するために、

各専門職員がテーマを決め、県内外の遺跡や遺構、遺物等の調査研究を日々重ねています。 

今回の調査研究成果発表会では、今年度行った当センター職員の調査研究成果に加え、今年調

査を行った東伯耆の中世城館調査の成果と検討課題について、調査指導いただいた先生をお招き

してのミニシンポジウムも行う予定です。 

最新の調査研究成果や鳥取県の考古学情報を手に入れるまたとない機会ですので、ぜひ御参加

ください。 

中世城館の踏査 古代山陰道の調査 三次元画像による図化 

◎会場まで･･･ 

バスで 鳥取バスターミナル③番乗り場から 

日ノ丸バス 山崎橋行き「因幡万葉歴史館」バス停下車すぐ 

または「因幡万葉歴史館入口」バス停下車 500ｍ 

車で 鳥取駅から約 13 分、鳥取自動車道鳥取ＩＣから約 15 分 

参加無料 

◎申込み方法 

①鳥取県埋蔵文化財センターホームページの 

イベント・講座等申込みフォームから 

（https://www.pref.tottori . lg.jp/maibun/） 

②電子メール maibuncenter@pref.tottori . lg.jp 

③電   話 ０８５７－２７－６７１１ 

④ファクシミリ ０８５７－２７－６７１２ 



発表内容 

２月２０日（土） 

13:00～13:10 開会  

13:10～13:50 発表① 令和２年度古代山陰道の発掘調査 文化財主事 坂本嘉和 

14:00～14:40 発表② 発掘調査現場における写真計測 文化財主事 田中正利 

14:50～15:30 発表③ 遺跡・文化財で学ぶ「ふるさと教育」 課長補佐  中山寧人 

２月２１日（日） 

10:30～11:10 発表④ 東伯耆の中世城館 文化財主事 大川泰広 

11:20～12:00 発表⑤ 倉吉市山ノ下遺跡の発掘調査 
文化財主事兼係長 

森本倫弘 

13:00～16:00 

（シンポジウム） 

講演① 小鴨氏・南条氏の再考 倉吉文化財協会会長 眞田廣幸氏 

講演② 山田出雲守再考 中世史研究家 高橋正弘氏 

ミニシンポジウム  ほか 

※日程・内容は変更になることがあります。最新情報は埋蔵文化財センターホームページで御確認ください。 

※会場内は飲食禁止ですので、飲食をされる場合はロビー等でお願いします。 

鳥取県埋蔵文化財センター 
680-0151 鳥取市国府町宮下 1260 

電 話 ０８５７－２７－６７１１  ＦＡＸ ０８５７－２７－６７１２ 

電子メール maibuncenter@pref.tottori.lg.jp 

ホームページ https://www.pref.tottori.lg.jp/maibun/ 

フェイスブック https://www.facebook.com/tottorimaibun 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を取った上で実施します。 

※事前に接触確認アプリ（COCOA）のダウンロードをお願いします。 

※当日は、熱のある方、体調の悪い方の参加は御遠慮いただくとともに、マスク着用をお願いします。 

※新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴う緊急事態宣言の発出状況によっては、オンライン参加をお願いす

ることがあります。その場合は、申込みされた方に参加方法を御連絡いたします。 

企画展 

『東伯耆の中世城館』 

2 月 5 日(金)～2 月 26 日(金) 

〔予定〕 

小鴨氏…古代から続く東伯耆の国人。山名氏に従い小鴨川流域を拠点に勢を張った。戦国時代後

期の小鴨元清は、南条氏から養子に入って名跡を継いだとされる。 

南条氏…東伯耆の有力国人。代々羽衣石城を本拠地とし、山名氏に従い伯耆守護代を務めた。毛

利氏のち織田氏(羽柴秀吉)に従い、東伯耆一円を領したが、「関ヶ原の戦い」後改易。 

山田出雲守(重直)…山田氏は代々久米郡堤城を本拠地とした。山名氏のち毛利氏に従い、伯耆に

おける毛利方の主力として転戦した。 


